
習ってよかったをすべての人へ   	 	 	 	 	  Issued by Learning Studio Azamino  2017 年3 月１日 発行  第４4 号	

月
刊 語学のススメ新聞 3 月  号 

Hello!! from the UK!!〜Chiko’s column〜 
みなさん！！こんにちは。いかがお過ごしでし

ょうか。３月！もう春ですね！こちらはまだ、

寒くなったり少し暖かくなったりの繰り返し

ですが、少しずつ春に近づいている気もします

（相変わらず天気は悪いですが、泣）。さて、

何か新しいことをご紹介！！と思っていたの

ですが、私の生活は相変わらずで、今月号は何

にしよう・・・と考えていたのですが、思いつ

きました！！そう、私、すっかり忘れていたの

ですが、少し前、数日間だけスペインに友人と

行って来たのです！もう、エッセイで参ってい

たので、少しリフレッシュになりました！ヨー

ロッパに住んでいるとやっぱり旅行が本当に

しやすい！ 特にロンドンはいくつも空港があ
るし、ユーロスターというヨーロッパを繋ぐ特

急列車もあって、何かと便利、そしていいタイ

ミングでチケットを取りと、本当に安い！今回

もスペインまで日本円で１万円（往復）かかり

ませんでした。今回、スペインのどこに行った	

かというと、私の夢だった、ワインの飲み歩き

と、タパスやピンチョス（小皿料理、要はつま

みです！）の食べ歩きをしに、フランスとの国

境のあたりにあるバスク地方のビルバオとサ

ンセバスチャンに行ってきました。この地方は

ピンチョス（一口サイズの料理）が有名で、ピ

ンチョスとワインを片手にどんどんお店をは

しごするのが特徴です！もう、私には天国にし

か思えない場所です（ちなみに私は、お酒には

結構強い方です。男性にも簡単には負けませ

ん、笑）また、最高なのが、このピンチョスは

朝からカフェや居酒屋で食べられるのです。朝

からということは、もちろん昼飲みも可能なの

で、もうエッセイのストレスが溜まっていた私

は、到着した昼から飲みまくり、食べまくりま

した！そして、学生の私に何より嬉しいのが、

本当にワインもビールもピンチョスも安い安

い！ビールやワインなんて、小グラス１杯１ユ

ーロです！５杯飲んでも５ユーロ！（当たり前

ですが、笑）そして、このピンチョス、色々あ	

 

 

るのですが、それぞれのお店によってスペシャリ

テがあるのでお店に行く前、または入った後にそ

のスペシャリテを見つけ出し、それを堪能するの

が醍醐味です。私は、ネットやなんかで事前準備

というのがあまり得意ではないので、入ったお店

でお客さんと仲良くなり、聞いたり、もう自分の

鼻を頼りにオーダーしたり、または得意の観察力

を生かして（笑）、他の人が頼んでいるものを即座

にリサーチし楽しみました！ビルバオとサンセバ

スチャンどちらもピンチョスで有名なのですが、

ビルバオは少し奥なので値段もさらに安かったで

す。対して、フランスにさらに近いサンセバスチ

ャンはもうバカンスの場所なので、ビルバオに比

べると少しだけ値段も高くなりましたが、海が近

くバカンスの匂いも感じられました。海が近いの

で、とにかく魚介が美味しく、ローカルバスで少

し移動すると魚介で有名な小さな町にも行くこと

ができ、本当に美味しい食べ物に飢えていた私に

は天国でした！（決して、イギリスの食事がまず

い、と言っているわけではありません・・・笑）

その、小さな町では有名なのは魚の炭火焼。舌平

目（多分）を豪快に網に挟んで外のキッチンで炭

火焼きにするのがこの町で有名な食べ方だそうで

す！夏にはたくさんの人で賑わうそうですが、私

が行った時期はもうオフシーズンでガラガラ！さ

みしい気もしましたが、まったく並ばず、人気の

お店にもすんなり入れ結構ラッキーでした。また、

オフシーズンなので、ホテルも半額！なので、夏

もいいですが、冬に行くのもまぁいいか〜なんて

感じもしてしまいました。 
こんな感じで食べまくり、飲みまくりの旅でした

が、３時間のフライトで行くことができさらに時

差もほとんどなく、ヨーロッパに住んでいる利点

を初めて生かせた気持ちになった旅でした、笑。

少しの間エッセイのことも忘れられたし（多分お

酒のおかげです、笑）なかなか楽しい旅でした！

今回は回りきれなかったピンチョスのお店をまた

回りたいなぁなんて、密かに野望を抱いている最

近のChikoです、笑！ 
さて、現実現実。今日も大学の講義・・・行ってま

いります。では、また来月号で！           Chiko  



元気が出る‼	 今月のおすすめの一冊。	
今月のおすすめの一冊 

 
社会人の方には、村上さんが試

行錯誤して生み出した英会話

学習法が一番しっくりくるん

じゃないか?!と唸らせる１冊!!  

早いものでもう 3月ですね。出会いと別れの季節、皆さんの周りでもドラマが生まていたりしませんか? ドラマ
ティックな変化といえば、2020年の大学入試改革。ちょっと強引だったでしょうか(笑) 今月号もその話題を中
心に、その参考図書などを見ていきたいと思います。 
先月号から取り上げている 2020年大学入試改革では、センター試験が廃止され「(仮称)大学入学希望者学力評
価テスト」(以下、新テスト)が実施されるわけですが、やはり英語テストも変わってきます。今までは Reading, 
Listening中心のテストでしたが、これからは Speaking, Writingの技能も追加されてきます。「英語は十分条件で
はありません。必要条件です。英語ができても出世はできませんが、英語ができないと出世できない。それが

現実です。これからの若い人たちが就職先の企業で“わが社にいてほしい人材”になるには英語力が絶対に必

要です」(元、米Google副社長兼日本法人社長, 村上憲郎)。このようにこれからの若い方にとって、英語でのコ
ミュニケーション力は必須となり、それを反映するように大学受験でもその技能テストが課せられるようにな

ります。では単に英語が Speaking力, Writing力も含めてできるようになればいいのか…というとそうでもなく、
文科省の大目的は「新しい価値を生み出し」かつ「グローバル化に対応できる」人材育成だということ。よっ

て身につけるべき英語力といっても、今までとちょっと違うのです。石川先生の著書によれば、それは CEFR
基準に換算して評価される英語能力という意味での英語力になります(当校では5〜6年前からこのCEFR基準で
レベルを判定しています)。で重要なのは、この CEFR基準というのは、「英語」の基準ではなくて、「言語」の
基準だということ。CEFRというのは「Common European Framework of Reference for Languagesの頭文字で、ヨー
ロッパのすべての言語に適用できるような学習状況の評価であり、様々な場面に応じたあくまで現実的なコミ

ュニケーション能力の評価なわけです。つまり究極的には、日本語と同じように英語を通して思考する能力を

評価しようとしています。難関大学ではもはや純粋な英文法問題を見ることはなくなるのかもしれません。 
さてちょっと別の話をしますが、石川先生の著書にはすでに将来を見据えた興味深い過去問がいくつも載ってい

ましたので、いくつか以下に取り上げてみます。 
●「多文化共生」は可能か。あなたの考えとどうしてそのように考えるのかを、あなた自身の経験、または

具体的な事例をあげなら、述べなさい。(2015年度、東京大学外国学校卒業生特別選考小論文問題) 
●あなたの理解する日本の社会・文化の特徴を複数あげたうえで、その特徴が生み出された土壌あるいは背

景について分析しなさい。(2013年度、東大文一) 
●火星人に人間をどう説明しますか? (ケンブリッジ大学口頭試験問題) 
●カタツムリには意識はあるでしょうか? (オックスフォード大学口頭試験問題) 
●親友と最近連絡が取れません。どうやら、親友はひどく落ち込んでいるようです。何度か連絡を試みた結

果、ようやく明日親友と会って話すことになりました。そこでは、どのようなやり取りが 2人の間で繰り広
げられるでしょう。2人のやり取りを対話形式で解答用紙のA欄に、そしてそのやり取りの中であなたが意
図したことを B欄に述べなさい。(2008年度、慶應大学医学部小論文問題) 

どれもこれも答えは 1つではないし大変難しい問題ですが、一つだけ共通点をあげるとすれば「自分軸」がある
かどうかを、その「自分軸」はどういった体験・価値観に裏付けられているのかを、聞かれているのではないか

と思います。であれば次はその「自分軸」をどうやって養っていくのか?という話になってきます。僕は個人的に
は外国語学習の過程で、その力が知らず知らずのうちに身についてくるのではないかと思います。よくNativeの 

 
今後の日本の教育が解る!! 

 

先生は皆さんにこんな質問を連発しませんか? Why do you think so? Why? Why? Why?と、しつこいくらい聞いてき
ますよね。受講生としては「なぜ? なんて考えたこともなかったし…」「一体なぜ、自分はそう考えるのだろう?」
こんな風に思うことが多いのではないでしょうか。これって、先生からのWhy?に対して、いちいち躓きながら自
分の考えや知識を振り返り、「自分軸」を強化しているんですよね。いろいろと細かいことを書いてきましたが、

当校で外国語学習をしている生徒さんは全く大丈夫です!! 先生からのWhy?に挑み、その答えを母国語で考え、英
語で説明しているうちに、自然、自分軸や論理的思考力を身につけていくからです。 
では、これらをさらに強化するには…。面白い本を見つけました。『じみへん 倫理教室』南部ヤスヒロです。
南部氏は、福井県の県立高校、倫理の先生。なんと 2007年、福井県認定の初代授業名人にもなった方です。人が
生きるときとても大切な考える力を養う「倫理」という教科。どちらかといえばツマラナイ教科を、どうしたら

生徒たちに興味を持って学習させることができるのか? 人気歌手の歌詞や漫画の一コマを題材にしたりして生徒
の興味を掻き立てると、生徒達は目を輝かせて授業に集中してくるそうです。僕にとって本書は、考えるとき、

その問いの立て方の大切さを考えさせられました。きっと学生さんにも有益だと思います。  まとめ 小林義和 

      Essay writ ing について           
	  

今回は英語の Essay（小論文）の一般的な書き方についてのお話です。
最近では、大学から入学前に出される課題にも英語での小論文があるそ

うですね。学部にもよると思いますが、今後日本でも入学、入社の為に、

従来の試験だけでなく、自分の意見を英語で書いたり話したりする機会

が増えそうです。 
本日は一般的な小論文について簡単にお話しします。 
わかりやすくまとめますと、下記のようになります。 

Title(題) 
Paragraph 1: Introduction(前書き) 
Paragraph 2: Body 1（Supporting Paragraph）  
Paragraph 3: Body 2 
Paragraph 3: Body 3 
Paragraph 5: Conclusion(結論)	  

Introductionでは Thesis（論点、Argumentとも言います）を明確にする所
です。最初の文はHook--読み手を惹きつける文から始まるのもとても大事で
す。Paragraph2から始まるBody1, 2, 3のちょっとしたOutlineを盛り込むの
もこの後に続く段落が締まります。Thesisをはっきり書く事で何を言いたいの
かもクリアーになります。Introは 3, 4文ぐらいが良いそうです。 

Introductionでの論点を Supportするのが Body1, 2, 3です。
Thesisを後押しする、科学的証拠、根拠、こちらは新聞雑誌等
の媒体、大学教授の説、anecdotes（逸話）等も含まれます。
自分の意見を科学的かつ論理的に証拠付けしなくてはいけま

せん。Bodyは常に同じ側の事を書くとも限りません。自分の
論文の中で、物事をいろんな角度から見て、こうではないか、

ああではないか、と自問したりするスタイルもあります。そう

いった内容によって、”furthermore, moreover, also, by 
contrast, on the other hand” 等の Transitions (移行文)を段落
初めに取り入れ、段落の繋がりをスムーズにするのも必要で

す。最後の Conclusionでは、それまで書いて来た段落のまと
めの意味もありますが、今まで上げてきた証拠を基に、「ゆえ

に、私はこう思うのです。」と結論付けなくてはいけません。

In conclusion, In the end, で始め、Introの Hookを言及し、
Thesisを Reword/phrase(言い換える)し、まとめます。 
上記は Five Paragraph Essayですが、さらに短い小論文に関
しては①Topic sentence ②Body(Support) ③Reworded topic 
sentence(conclusion)で良いと思います。Works cited(参考文
献)についてはふれませんでしたが、一般的な英語の小論文のし
くみが少しわかったでしょうか？                     Rie 

 


